
実太陽光集光下での 4接合太陽電池の変換効率 

Direct conversion efficiency of 4-junction solar cell for real concentrated sunlight  
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[序論]太陽電池の評価測定には AM1.5G の擬似太陽光が使われるが、擬似太陽光は実際の太陽光スペ

クトルとは必ずしも一致しておらず、太陽光下の実測が重要である。多接合太陽電池では赤外線も多

く吸収するが、擬似太陽光で正確に赤外線領域まで合わせることは困難である。本研究では、赤外線領

域まで吸収する InGaP/GaAs//InGaAsP/InGaAs 4 接合太陽電池を夏と冬の 2 回、屋外の実太陽光下で集

光特性評価を行い擬似太陽光との比較を行ったので報告する。 

[方法]今回は、夏と冬の晴天時に太陽光スペクトルを 1nm ステップで測定し、同時に、太陽電池素子の

非集光と集光の変換効率測定を行った。4 接合太陽電池の外部量子効率 EQE を基に、実際の太陽光下

における各サブセルの起電流計算を行い、夏と冬においての特性と擬似太陽光での特性比較を行った。 

[結果]屋外測定をした夏と冬の太陽光スペクトルを図１に示す。図１を見ると紫外光や可視光は夏の方

が強いが赤外光は冬の方が強いことがわかる。次に、集光時の変換効率を図２に示す。変換効率の最大

値は夏よりも冬の方が高く 40.3%程に到達した。太陽光のスペクトルの測定結果、夏と冬のスペクトル

に比べて、紫外光、可視光は擬似太陽光のスペクトルの方が強く、赤外光は擬似太陽光のスペクトルの

方が弱かった。 

[考察]今回の測定により実際の太陽光では短波長側のスペクトルは AM1.5G よりも低く、長波長側は

AM1.5 よりも高い値となっているため、実際のモジュールを作製する場合は紫外光と可視光をより吸

収する設計に変更する必要があると考えられる。 
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図１ 夏と冬の太陽光スペクトル 図２ 実際の太陽光集光時の変換効率 
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